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教育講演「疾患治療を効果的に進めるための
リハビリテーション」
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• 30年前「高齢者が肺炎になると寝たきりになる」と言われていた、

そんな事はないと言い続けた 元日本療養病床協会会長 木下毅

•ところが、コロナの治療後に食事が食べられず歩けなくなってし
まった高齢者は多い



教育講演「疾患治療を効果的に進めるた
めのリハビリテーション」

•ポストコロナの時代、リハビリテーションの視点から肺炎に
焦点を当てる

•肺炎の予防と治療は高齢者医療の基本

•マルチモビリティやフレイルなどの課題を抱える高齢者に対す
る、疾病治療とケア・リハビリテーションに応用



一般演題 153題

•予防に始まり回復期から慢性期・生活期まで幅広いステージに、

•在宅から入院・入所まであらゆる場所で、

•看護・介護やリハスタッフをはじめ多職種が行う、

•慢性期リハビリテーションの実践



良質な慢性期医療がなければ
日本の医療は成り立たない


	スライド 1: 第11回　慢性期リハビリテーション学会
	スライド 2
	スライド 3: 教育講演「疾患治療を効果的に進めるためのリハビリテーション」
	スライド 4: 教育講演「疾患治療を効果的に進めるためのリハビリテーション」
	スライド 5: 一般演題　153題
	スライド 6: 良質な慢性期医療がなければ日本の医療は成り立たない

